
ガンマ線照射装置用のマウス輸送箱利用方法について

申し込み方法

「飼育物品申込書（書式５）」*に「ガンマ線利用」、所属、氏名、使用日、飼育室番号、

輸送箱数、フィルターキャップ使用数を記入して３日前までに施設事務室に申し込む。

注文した輸送箱等は、使用日までに施設担当者が各飼育室の前室に置く事とする。

＊：医学系研究科附属動物実験施設ホームページ／医学系研究

科 RI センターホームページからダウンロードできます。

使用物品

専用容器 輸送箱

使用手順

１．飼育室内でマウスを専用容器に入れる（3~4 匹/個とする）。フタは確実に締める。

２．マウスの入った専用容器を輸送箱に入れてフタをして飼育室から持ち出す。

３．１階パスルームにてアルコール消毒を行ってから施設外に持ち出す。

４．動物実験センターのガンマ線照射室にて、輸送箱のフタを開けてマウスの入った

専用容器を取り出す。（専用容器のフタは、絶対に開けない事とする）

５．照射後、輸送箱にマウス入り専用容器を入れて持ち出す。

６．施設に持ち入れたら１階パスルームにてアルコール消毒を行い、元の飼育室内に

持ち入れる。

７．飼育室内にて輸送箱、マウス入り専用容器のフタを開けて、マウスを取り出しケ

ージに入れる。このときフィルターキャップをケージに被せる事とする。

８．使用後の輸送箱等は飼育室の所定の場所に置く。
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